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一
、
は
じ
め
に

日
中
両
国
映
画
史
に
つ
い
て
、
ま
ず
時
間
軸
に
沿
っ
て
、
発
展
の
過
程

を
考
察
し
て
い
く
歴
史
的
な
分
析
が
考
え
ら
れ
る
。第
二
次
世
界
大
戦
は
、

大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
戦
後
、
各
国
に
お
い
て
映
画
固
有
の
表
現
や

映
画
の
本
質
が
探
求
さ
れ
、
日
本
映
画
史
に
お
い
て
も
、
ひ
と
つ
の
重
要

な
転
換
期
と
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
初
期
、
朝
鮮
戦
争
の
あ
い
だ
ア
メ

リ
カ
占
領
体
制
下
に
あ
っ
た
日
本
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締

結
を
経
て
、
独
立
を
取
り
戻
し
た
。
経
済
成
長
の
道
を
た
ど
り
つ
づ
け
、

日
本
映
画
界
も
回
復
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
一
九
五
一
年
に
黒
澤
明
が

『
羅
生
門
』
で
ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭
の
金
獅
子
賞
を
獲
得
し
て
以
来
、
溝
口

健
二
が
代
表
作
『
西
鶴
一
代
女
』
に
続
い
て
、
『
雨
月
物
語
』
、『
山
椒
大

夫
』
を
発
表
し
、
黒
澤
明
も
『
七
人
の
侍
』
で
連
続
受
賞
し
て
い
る
。
日

本
映
画
が
初
め
て
国
際
的
な
場
に
登
場
す
る
こ
と
で
、
失
わ
れ
た
自
信
を

回
復
し
、
復
興
の
象
徴
と
な
っ
た
。
そ
の
後
一
九
六
〇
年
代
に
華
々
し
い

活
躍
が
見
ら
れ
た
が
、
七
〇
年
代
に
は
、
新
旧
の
世
代
交
代
の
中
で
監
督

映
画
『
影
武
者
』
と
『
影
』
の
比

較
研
究

艾

文

婷

A
I

B
u

n
t

e
i

た
ち
は
不
遇
の
時
期
を
迎
え
た
。
八
〇
年
代
に
な
っ
て
、
次
々
と
優
れ
た

作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
方
で
、
中
国
映
画
史
は
、
時
代
ご
と
に
今
ま
で
六
世
代
に
区
分
さ
れ

る
。
第
一
世
代
は
二
○
年
代
迄
の
草
創
期
で
あ
る
。
第
二
世
代
は
三
、
四

○
年
代
と
い
う
最
初
の
最
盛
期
で
あ
り
、
第
三
世
代
は
中
華
人
民
共
和
国

成
立
後
監
督
に
な
る
芸
術
家
た
ち
を
さ
す
。
第
四
世
代
は
主
に
六
○
年
代

頃
の
北
京
電
影
学
院
の
卒
業
生
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
七
八
年

の
北
京
電
影
学
院
の
新
入
生
た
ち
は
第
五
世
代
と
呼
ば
れ
る
。
一
般
的
に

八
十
年
代
半
ば
か
ら
北
京
電
影
学
院
に
入
学
し
、
九
十
年
代
か
ら
映
画
監

督
に
就
任
す
る
若
者
が
第
六
世
代
に
分
類
さ
れ
る

。
し
か
し
、
一
九
六

(1)

〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
い
た
る
文
革
の
十
年
間
は
、
ほ

と
ん
ど
の
文
化
活
動
は
停
止
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
中
国
映
画
は
中
国
の

政
治
や
社
会
問
題
な
ど
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
そ
の
影
響

を
強
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
初
期
か
ら
、
経
済
面
に

お
い
て
改
革
開
放
と
い
う
政
策
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
。
日
本
の
大
衆

文
化
の
影
響
の
下
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
普
及
や
娯
楽
の
選
択
肢
の
増
加

に
よ
り
、
中
国
人
の
日
常
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
一
方
で
、
中
国

の
映
画
産
業
は
急
激
に
下
り
坂
を
迎
え
て
い
っ
た
。

二
、「
影
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
由
来

実
際
、
日
本
と
中
国
の
あ
い
だ
で
実
質
的
な
映
画
交
流
が
始
ま
る
の
は

文
革
後
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
七
七
年
三
月
に
第
一
回
中
国
映
画
祭

が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
続
い
て
、
一
九
七
八
年
十
月
に
北
京
や
上
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海
な
ど
八
つ
の
主
要
な
都
市
で
「
日
本
映
画
祭
」
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は

文
革
以
後
の
日
本
映
画
の
中
国
へ
の
進
出
の
起
点
と
な
っ
た
。
当
時
在
学

中
の
第
五
世
代
監
督
は
初
め
て
日
本
を
含
む
多
く
の
西
側
の
文
学
、音
楽
、

美
術
、
映
画
な
ど
を
受
け
入
れ
た
。
中
国
に
お
け
る
日
本
映
画
ブ
ー
ム
の

全
盛
期
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
か
け
て

北
京
電
影
学
院
に
在
学
中
の
中
国
第
五
世
代
監
督
た
ち
が
、
そ
れ
ら
か
ら

強
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
一
八
年
九
月
に
上
映
さ
れ
た
張
芸
謀
監
督
の
力
作
『
影
』（
日
本
語

版
『SH

A
D

O
W

影
武
者
』
）
で
は
、
黒
澤
明
監
督
の
『
影
武
者
』（
一
九
八
○
年
）

に
お
け
る
「
身
代
わ
り
」
に
関
す
る
物
語
の
内
容
と
、
か
な
り
似
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
張
監
督
は
二
〇
一
八
年
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
と

き
「
時
代
劇
と
い
う
映
画
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
み
る
と
、
ま
ず
身
代
わ
り
と

い
う
物
語
が
好
き
だ
。
三
、
四
○
年
前
に
『
影
武
者
』
見
た
と
き
、
物
語

は
面
白
い
と
思
っ
た
、
黒
澤
明
も
好
き
な
監
督
だ
。
こ
の
よ
う
な
古
典
的

な
作
品
に
夢
中
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
時
の
僕
は
身
代
わ

り
と
い
う
こ
と
は
中
国
に
も
き
っ
と
あ
り
、
昔
か
ら
今
ま
で
ず
っ
と
あ
る

と
思
っ
た
。
僕
た
ち
の
中
国
で
は
身
代
わ
り
に
関
す
る
モ
チ
ー
フ
を
撮
る

こ
と
が
少
な
い
の
で
、
い
つ
か
身
代
わ
り
の
物
語
を
撮
り
た
い
と
思
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
こ
の
十
年
二
十
年
で
中
国
の
市
場
は
急
速

に
発
展
し
て
き
た
。
時
代
劇
は
何
本
も
撮
ら
れ
て
き
た
が
、
身
代
わ
り
に

関
す
る
モ
チ
ー
フ
は
ず
っ
と
撮
ら
れ
て
い
な
い
。
何
故
だ
ろ
う
？
何
故
こ

の
物
語
を
書
く
人
が
い
な
か
っ
た
の
か
？
こ
の
願
望
が
ま
す
ま
す
つ
よ
く

な
り
、
撮
る
こ
と
に
し
た
。
も
し
本
当
に
他
の
監
督
が
身
代
わ
り
を
撮
っ

て
い
た
ら
、
僕
は
撮
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。」

と
述
べ
た
。
こ
こ
に
は
、

(2)

張
芸
謀
監
督
が
『
影
』
を
撮
影
す
る
に
至
っ
た
契
機
及
び
黒
澤
明
監
督
へ

の
敬
意
が
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
監
督
及
び
作
品
の
紹
介

『
影
武
者
』
は
黒
澤
明
の
二
十
六
作
目
の
映
画
作
品
で
あ
り
、
一
九
八

〇
年
四
月
二
十
六
日
に
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
監
督
は
七
十
歳
。

八
〇
年
代
の
黒
澤
明
は
叙
事
詩
的
な
『
影
武
者
』
及
び
『
乱
』
を
二
作
発

表
し
、
連
続
し
て
国
際
映
画
祭
を
受
賞
し
た
。
日
本
映
画
は
そ
の
当
初
か

ら
大
量
に
制
作
さ
れ
た
の
が
時
代
劇
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
世

界
に
も
類
の
な
い
特
質
を
も
っ
て
い
る
。
時
代
劇
は
、
全
て
の
登
場
人
物

は
対
等
関
係
を
持
ち
、
身
分
の
違
い
と
い
う
も
の
は
な
い
ア
メ
リ
カ
の
西

部
劇
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

。
た
だ
、
黒
澤
監
督

(3)

に
よ
る
と
、
「
い
ち
ば
ん
最
初
か
ら
尊
敬
し
て
来
た
の
は
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ

ー
ド
だ
ね
。
彼
の
映
画
に
は
い
つ
も
大
き
く
注
意
し
て
い
た
。
彼
の
作
品

は
僕
に
影
響
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
部
劇
は
ハ
リ
ウ
ッ

(4)

ド
の
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
黒
澤
監
督
に
よ
る
と
、「
ジ

ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
西
部
劇
で
し
ょ
。
だ
い
た
い
『
駅

馬
車
』
が
代
表
な
ん
だ
け
れ
ど
、
一
番
す
ご
い
の
は
『
荒
野
の
決
闘
』
だ

と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
映
画
の
手
本
み
た
い
な
作
品
だ
よ
」

と
い
う
こ
と

(5)

に
な
る
。
馬
を
撮
る
場
面
は
黒
澤
監
督
の
特
徴
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

馬
を
撮
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
か
ら
黒
澤
監
督
に
教
え

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
馬
を
撮
る
の
に
何
か
コ
ツ
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら

教
え
て
く
れ
っ
て
言
っ
た
ら
、
シ
ー
ッ
て
人
差
し
指
を
口
に
あ
て
て
さ
、
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声
を
ひ
そ
め
て
『
コ
マ
落
と
せ
』（
と
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
が
言
っ
た
）
」
(6)

と
黒
澤
監
督
が
語
っ
て
い
る
。
黒
澤
監
督
は
、
自
己
の
作
品
世
界
を
構
築

す
る
上
で
日
本
的
な
も
の
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
ハ
リ
ウ

ッ
ド
的
な
も
の
を
利
用
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
影
』
は
張
芸
謀
の
二
十
二
作
目
の
映
画
作
品
で
あ
り
、
二
〇
一
八
年

九
月
六
日
に
ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭
で
公
開
さ
れ
た
。
映
画
『
影
』
の
前
に
、

張
監
督
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
協
力
し
て
『
グ
レ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
（The

G
reat

W
all/

長
城
）
』
を
三
年
か
け
て
制
作
し
た
。
六
十
八
歳
の
張
監
督
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
た
時
、「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
よ
う
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
制
度

は
好
き
で
は
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド

(7)

で
は
脚
本
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
ク
ラ
ン
ク
・
イ
ン
す
る
ま
で
の
間
、
何
度

も
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
脚
本
に
手
が
加
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
撮

影
中
の
監
督
の
意
識
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
は
黒
澤
監

督
と
同
じ
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
八
○
年
代
、
張
監
督
は
内
部
試
写
会
で

黒
澤
監
督
の
『
影
武
者
』
を
見
た
。
「
身
代
わ
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
深

い
興
味
を
抱
い
て
、
三
○
年
余
り
を
過
ご
し
、
ふ
た
た
び
そ
の
原
点
に
戻

っ
た
の
で
あ
る
。
張
監
督
を
代
表
と
す
る
第
五
世
代
の
作
品
で
は
中
国
の

伝
統
文
化
が
捨
て
去
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。中
国
の
古
典
的
な
水
墨
画
、

楽
器
な
ど
の
伝
統
的
文
化
及
び
文
学
作
品
か
ら
も
着
想
を
得
て
、
第
五
世

代
の
独
特
な
映
像
表
現
を
目
指
し
て
い
る
。

次
に
、
両
作
品
の
主
題
と
背
景
に
つ
い
て
、
あ
ら
す
じ
な
ど
を
表
で
示

す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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映
画
の
タ
イ
ト
ル
を
み
る
と
、
『
影
武
者
』
に
は
物
語
で
重
要
な
要
素

と
な
る
「
影
」
と
「
武
者
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
そ
の
内
容
を
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
影
』
は
暗
さ
、
薄
さ
、
依
存
度
が
強
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。「
影
」
と
は
「
物
体
が
光
を
遮
っ
た
結
果
、
光
と

反
対
側
に
で
き
る
、
そ
の
物
体
の
黒
い
形
。
投
影
。
影
法
師
」

、「
武
者
」

(10)

と
は
「
鎧
、
兜
を
身
に
つ
け
た
武
士
」

を
さ
す
。

(11)

「
影
」
は
二
作
品
を
通
じ
て
同
じ
要
素
と
し
て
、
虚
々
実
々
、
本
物
と

偽
物
が
入
り
混
じ
る
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
る
。
色
彩
に
お
け
る
「
影
」

は
憂
鬱
な
、
寒
い
感
じ
を
与
え
る
色
を
示
し
、
物
語
の
悲
劇
的
な
展
開
を

暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
影
武
者
』
に
お
け
る
二
つ
の
要
素
を
比

べ
れ
ば
、
影
よ
り
は
、
武
者
あ
る
い
は
サ
ム
ラ
イ
の
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
強

い
と
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
分
身
が
本
体
に
依
存
す
る
関
係
が
わ
か
る
。

そ
れ
に
対
し
て
映
画
『
影
』
の
タ
イ
ト
ル
は
、
武
士
よ
り
影
（
身
代
わ
り
）

の
方
が
強
調
さ
れ
、
分
身
が
本
物
に
と
っ
て
代
わ
る
可
能
性
が
高
い
と
判

断
さ
れ
る
。
同
じ
テ
ー
マ
を
使
っ
て
い
て
も
映
像
の
細
部
や
演
出
と
物
語

の
構
造
に
は
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
、
二
つ
の
作
品
は
全
く
異
な
る
物
語

と
し
て
成
立
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
そ
れ
ぞ
れ
独
特
な
歴
史
及
び
文
化
を
持
っ
て
い

る
。
映
画
は
作
品
の
内
容
か
ら
形
式
ま
で
各
面
に
わ
た
っ
て
、
必
ず
そ
の

国
の
時
代
や
文
化
の
特
質
を
刻
印
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
紅
い
コ
ー
リ

ャ
ン
』
も
時
代
背
景
を
持
っ
て
い
て
、
中
国
の
数
千
年
の
封
建
礼
義
、
道

徳
が
人
間
性
を
踏
み
に
じ
る
こ
と
に
対
す
る
抗
議
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

『
影
武
者
』
と
『
影
』
の
二
作
品
に
注
目
し
て
、
登
場
人
物
の
名
前
と
舞

台
背
景
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
背
景
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
な
が
ら
、
文

化
の
一
体
性
や
融
合
と
い
う
問
題
が
物
語
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
の
か
探
究
し
て
み
た
い
。
『
影
武
者
』
と
い
う
戦
国
時
代
に
材
を

と
っ
た
理
由
を
、
黒
澤
明
監
督
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

戦
国
時
代
と
い
う
の
は
、
日
本
の
歴
史
上
で
は
、
最
も
活
動
的
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
時
代
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
と
て
も
新
鮮

な
好
奇
心
や
、
瑞
々
し
い
感
受
性
の
あ
ふ
れ
た
日
本
人
が
登
場
し
た

み
ず
み
ず

時
期
だ
と
思
う
ん
で
す
。
江
戸
時
代
が
、
日
本
人
の
体
も
心
も
、
何

も
か
も
を
徹
底
し
て
矮
小
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
と
は
対
蹠
的
に
、

わ
い
し
ょ
う
か

た
い
し
ょ

戦
国
時
代
は
、
実
に
伸
び
や
か
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
健
康
な
時
代

だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
(12)

こ
の
二
つ
の
作
品
は
、
実
在
し
た
歴
史
的
背
景
に
基
づ
い
て
、
独
自
の

物
語
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
影
武
者
』
は
、
日
本
歴
史
上
最
も

画
期
的
な
事
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
「
長
篠
の
戦

い
」
を
取
り
上
げ
、
実
在
の
人
物
、
武
田
勝
頼
、
織
田
信
長
と
徳
川
家
康

を
作
品
に
登
場
さ
せ
た
。
ま
た
、
作
品
『
影
』
で
は
、
中
国
三
国
時
代
の

「
白
衣
過
江
」
及
び
「
大
意
失
荊
州
」
の
モ
チ
ー
フ
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
登
場
人
物
の
名
前
が
「
三
国
志
」
の
な
か
の
歴
史
人
物
の
名
前
と

よ
く
似
て
い
る
。
例
え
ば
都
督
子
虞
（
拼
音
でzi3

yu2

）
は
周
瑜
（
拼
音
でzhou1

yu2
）

を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
楊
蒼
と
楊
蒼
の
息
子
楊
平
か
ら
は
、
関

羽
と
関
羽
の
息
子
関
平
が
連
想
で
き
る
。
次
に
、「
大
意
失
荊
州
」
の
地

名
「
荊
州
」（
拼
音
でjing1

zhou1

）
と
子
虞
の
分
身
境
州
（
拼
音
でjing4

zhou1

）

の
中
国
語
の
発
音
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
両
作
品
は
、
史
実
を
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踏
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
忠
実
に
反
映
す
る
こ
と
は
な
く
、
歴
史
的
背

景
と
し
て
設
定
し
、
本
当
に
起
き
た
事
件
あ
る
い
は
実
在
し
た
人
物
に
関

す
る
こ
と
の
よ
う
に
、
物
語
を
構
成
し
て
い
く
。

四
、
シ
ー
ン
の
分
析
に
つ
い
て

本
研
究
で
は
、
映
画
美
学
の
理
論
に
お
け
る
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ト
的
分
析

（
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
や
カ
メ
ラ
の
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
と
ハ
イ
ア
ン
グ
ル

な
ど
）
に
依
拠
し
な
が
ら
、
い
か
に
語
り
が
構
成
さ
れ
て
い
く
か
に
注
目

す
る
。
プ
ロ
ッ
ト
（plot

）
が
、
物
語
の
内
容
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
順

序
と
形
式
で
そ
の
内
容
が
語
ら
れ
て
い
く
か
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
強
調
す

る
一
方
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
（story

）
は
主
た
る
物
語
の
内
容
、
つ
ま
り
時

間
的
な
順
序
に
並
ん
で
い
く
題
材
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
作
品

の
主
題
を
形
式
と
内
容
の
視
角
か
ら
扱
い
、
独
自
の
表
現
形
式
を
分
析
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
作
品
の
物
語
コ
ー
ド
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
張
監
督
に

よ
る
と
、
「
私
は
一
般
的
に
映
画
を
見
る
と
き
は
、
映
画
の
始
ま
る
十
分

間
を
重
視
し
ま
す
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
映
画
の
基
調
、
登
場
人
物
の
性
格

特
徴
と
物
語
の
発
展
す
る
方
向
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
い

(13)

う
。
映
画
の
冒
頭
に
お
い
て
、
今
後
展
開
し
て
い
く
映
画
全
体
の
雰
囲
気

や
内
容
の
構
造
を
推
量
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ョ
ッ
ト
、
照
明
効
果
の

選
択
に
よ
り
、
映
画
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
中
心
的
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

図

映
画
『
影
武
者
』

図

映
画
『
影
』

1

2

ま
ず
両
作
品
の
三
角
形
構
図
に
関
す
る
シ
ー
ン
を
通
し
、
比
較
し
な
が

ら
分
析
し
て
み
よ
う
。
映
画
『
影
武
者
』
の
タ
イ
ト
ル
が
出
る
前
に
、
フ

ィ
ッ
ク
ス
撮
影
が
約
六
分
間
続
く
（
図
１
）
。
こ
の
シ
ー
ン
は
、
黒
澤
明
監

督
作
品
の
中
で
最
も
長
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
セ
リ
フ
が
な
い
こ
の
映
像

を
、
構
造
的
な
視
点
か
ら
分
析
し
て
み
よ
う
。
無
言
の
ま
ま
の
俳
優
で
構

成
さ
れ
る
独
特
な
シ
ー
ン
で
あ
る
。
映
像
内
の
位
置
は
、
舞
台
で
最
も
高

い
位
置
に
座
っ
て
い
る
人
が
、
そ
の
下
に
座
っ
て
い
る
人
及
び
さ
ら
に
下

の
画
面
右
側
の
人
の
運
命
を
支
配
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
人

は
中
央
の
武
田
信
玄
を
頂
点
と
し
た
三
角
形
を
形
成
し
て
い
る
。
あ
る
意
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味
で
、
タ
イ
ト
ル
の
「
武
者
」
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
図

の
よ
う

1

に
左
側
の
信
廉
と
真
ん
中
の
信
玄
の
あ
い
だ
で
、
壁
に
映
る
薄
い
影
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
、
信
廉
、
信
玄
と
真
ん
中
の
「
影
」
の
三
者
で
新
し
い
三

角
形
が
で
き
る
。
壁
に
突
き
出
た
よ
う
に
映
る
「
影
」
を
頂
点
と
し
た
作

り
出
す
三
角
形
に
は
、
タ
イ
ト
ル
の
「
影
」
も
強
調
し
、「
武
者
」
二
人

と
一
人
の
「
影
」
が
形
成
す
る
三
角
形
は
三
人
の
「
武
者
」
が
形
成
す
る

三
角
形
よ
り
、
不
吉
な
兆
し
が
現
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
武
田
信

玄
と
そ
の
代
わ
り
を
務
め
る
影
武
者
の
席
は
必
ず
守
ら
れ
る
べ
き
上
下
関

係
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
、
最
も
高
い
ス

テ
ッ
プ
を
占
め
る
武
者
と
影
は
タ
イ
ト
ル
を
強
調
し
た
こ
と
が
理
解
で
き

る
。
こ
の
角
度
か
ら
分
析
す
る
と
、
「
影
」
と
「
武
者
」
は
こ
の
壁
に
映

る
薄
い
影
の
よ
う
に
、
あ
る
日
に
「
武
者
」
が
亡
く
な
る
と
考
え
て
も
意

外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
舞
台
に
占
め
る
位
置
構
造
に
基

づ
い
て
、
各
人
物
の
未
来
の
運
命
も
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
般
的
に
影
を
減
ら
し
な
が
ら
、現
実
に
近
い
効
果
を
実
現
す
る
に
は
、

キ
ー
ラ
イ
ト
、
フ
ィ
ル
ラ
イ
ト
及
び
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
三
種
の
照
明
を
用
い

る
。『
影
武
者
』
の
信
玄
の
影
を
強
調
す
る
た
め
、
フ
ィ
ル
ラ
イ
ト
を
弱

化
し
た
が
、
信
廉
と
分
身
の
方
に
は
現
実
に
近
い
効
果
が
強
化
さ
れ
た
。

三
人
は
、
同
じ
衣
裳
、
髪
型
、
姿
、
動
作
及
び

面

を
か
け
（
化
粧
）
、
菱

お
も
て

の
家
紋
の
下
で
座
っ
て
い
る
。
服
装
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
が
、
信
玄
と
信
廉

及
び
分
身
（
影
武
者
）
と
で
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。
三
人
の

同
一
性
が
、
同
じ
階
級
、
運
命
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
常
に
マ
ル
チ
カ
ム
（
複
数
の
カ
メ
ラ
）
で
撮
影
す
る

こ
(14)

と
に
よ
り
現
れ
る
三
角
形
構
図

に
つ
い
て
は
、
小
津
安
二
郎
監
督
の
『
東

(15)

京
物
語
』
の
技
法
を
思
い
出
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
張
監
督
の
『
影
』
に
お
い
て
も
、『
影
武
者
』
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
シ
ー
ン
の
よ
う
に
安
定
し
た
三
角
形
構
図
が
あ
る
。画
面
中
央
に
は
、

刀
傷
か
ら
病
に
な
っ
た
都
督
子
虞
（
鄧
超
）
、
左
側
に
は
都
督
の
妻
小
艾
（
孫

儷
）
そ
し
て
右
側
に
は
境
州
（
影
・
鄧
超
）
が
い
る
。
三
人
は
中
央
の
都
督

を
頂
点
と
し
て
、
逆
三
角
形
を
形
成
し
て
い
る
。『
影
武
者
』
の
三
角
形

を
形
成
す
る
こ
と
よ
り
、
両
作
品
は
異
な
る
結
末
を
迎
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
画
面
（
図

）
の
中
で
、
三
人
は
三
頂
点
か
ら
な
る
三
角
形
構

2

図
で
安
定
感
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
あ
る
種
の
違
和
感
が
あ
る
。
『
影
武
者
』
の
場
合
、
壁
に
突
き
出
た
よ

う
に
映
る
「
影
」
が
不
吉
な
印
象
を
与
え
て
い
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

見
る
者
に
注
意
を
促
す
も
の
が
、
『
影
』
の
中
で
の
登
場
人
物
の
服
装
の

色
、
そ
の
濃
淡
で
あ
る
。
三
人
の
服
装
は
背
景
の
光
と
闇
が
作
り
出
す
ぼ

や
け
た
色
調
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
境
州
は
都
督
の
身
代
わ
り
と
し
て
、

密
室
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
都
督
と
同
じ
服
装
、
髪
型
及
び
動
作
を
し
て
い

る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
密
室
で
都
督
と
影
が
会
う
と
き
、
影
の
服
装
は

白
や
薄
い
灰
色
の
場
合
が
多
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
図

の
よ
う
に
、
密

2

室
で
影
の
服
装
の
色
が
都
督
の
色
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き

唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
こ
の
両
作
品
に
お
い
て
は
、
暗
さ
の
中
で
の
効
果

的
な
照
明
の
使
い
方
に
よ
り
、
物
語
に
お
け
る
重
要
な
細
部
が
浮
き
上
が

っ
て
き
て
い
る
。
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図

『
影
武
者
』

図

『
影
』（

）

3

4

1

図

『
影
』（

）

図

『
影
』（

）

4

2

4

3

次
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
、
両
作
品
を
比
較
し
て
み

よ
う
。『
影
武
者
』
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
シ
ー
ン
（
図

）
で
は
、
流
れ
る

3

川
で
孫
子
の
旗
と
死
ん
だ
影
武
者
と
が
す
れ
違
う
。
そ
の
詩
的
な
シ
ー
ン

に
お
い
て
、
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
り
、
流
さ
れ
て
い
く
影
武
者
の
姿

に
、
物
の
哀
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。
運
命
の
必
然
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思

う
。
武
田
信
玄
が
、
孫
子
の
「
疾
き
こ
と
風
の
如
く
、
徐
か
な
る
こ
と
林
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の
如
く
、
侵
掠
め
る
こ
と
火
の
如
く
、
動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如
し
」

か
(16)

ら
「
風
林
火
山
」
の
四
文
字
を
取
っ
て
旗
印
と
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
基
調
の
旗
印
と
し
て
風
の
部
隊
は
黒
、
林
の
部
隊
は
緑
、

火
の
部
隊
は
赤
と
色
わ
け
さ
れ
た
。
こ
れ
は
陰
陽
五
行
の
「
相
生
」
と
「
相

克
」
理
論
を
運
用
し
た
。
黒
は
水
、
緑
は
木
、
赤
は
火
と
い
う
象
徴
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
水
は
木
を
生
ず
」
、「
木
は
火
を
生
ず
」
、

「
火
は
土
を
生
ず
」
と
い
う
説
明
が
で
き
る
。
武
田
軍
の
特
徴
は
静
と
動

の
組
み
合
わ
せ
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
水
」
と
「
風
」
に
は

流
動
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図

の
よ
う
に
、
都
督
子
虞
（
鄧
超
）
、
都
督
の
妻
小
艾
（
孫
儷
）
そ
し

4

て
境
州
（
影
・
鄧
超
）
、
こ
の
三
人
は
密
室
の
太
極
図
練
習
場
で
三
角
形
の

構
図
を
よ
く
作
り
上
げ
る
。
境
州
が
楊
蒼
と
の
対
決
に
向
け
、
沛
傘
を
武

器
に
し
た
技
を
磨
く
シ
ー
ン
が
あ
る
。
雨
が
降
っ
て
い
る
太
極
図
練
習
場

で
立
っ
て
い
る
三
人
は
陰
陽
両
極
か
ら
動
い
て
い
く
。
ハ
イ
・
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
角
度
か
ら
は
、
陰
陽
の
流
動
す
る
変
化
に
よ
っ
て
天
地
人
の
三
才
の

道
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
図

の
よ
う
に
、
ス
ロ
ー
モ
ー

4

シ
ョ
ン
を
使
い
、
一
黒
一
白
、
一
陰
一
陽
と
い
う
本
体
と
分
身
が
共
存
す

る
、
そ
こ
に
小
艾
が
加
入
す
る
こ
と
で
陰
陽
の
双
方
に
影
響
を
与
え
る
、

そ
の
結
果
本
体
（
都
督
）
、
分
身
（
影
）
、
小
艾
が
互
い
に
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
示
さ
れ
、
そ
の
動
き
は
作
品
の
構
造
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
シ
ー
ン
の
展
開
は
、
図

の
分
身
た
る
影
武
者
が
、

3

武
田
信
玄
の
旗
（
本
体
の
象
徴
）
に
別
れ
を
告
げ
る
静
的
な
シ
ー
ン
と
は
対

照
的
な
展
開
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
両
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
、
セ
リ
フ
を
通
し
て
分
析
し
て
み

た
い
。
同
じ
よ
う
な
題
材
を
使
い
な
が
ら
、
異
な
る
結
末
を
迎
え
た
理
由

を
考
察
す
る
。
『
影
武
者
』
の
中
で
の
信
玄
、
信
廉
と
無
頼
三
人
の
セ
リ

フ
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
信
玄
は
「
う
む
、
よ
く
似
て
居
る
」、
「
こ
の

男
、
よ
く
ぞ
ず
け
ず
け
と
申
し
た
。
使
え
る
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
の
方
に
預

け
る
」

と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
影
が
自
己
の
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と

(17)

を
認
め
る
。
そ
の
理
由
を
示
す
も
の
と
し
て
、
次
の
セ
リ
フ
が
あ
る
。

無
頼
：
「
フ
フ
フ
フ
、
俺
は
た
か
だ
か
五
貫
十
貫
の
小
銭
を
盗
ん
だ

小
泥
棒
だ
。
国
を
盗
む
た
め
に
、
数
え
き
れ
ぬ
程
人
を
殺
し
た
大
泥

棒
に
、
悪
人
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
…
…
（
信
玄
に
詰
め
よ
る
が
そ
の
威

容
に
圧
倒
さ
れ
て
た
じ
ろ
ぐ
）
悪
人
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
お
ぼ
え
は
ね

ぇ
！
」

信
玄
：
「
申
せ
ぬ
な
ら
、
儂
が
申
そ
う
。
た
し
か
に
こ
の
儂
は
強
欲

非
道
の
大
悪
人
だ
。
実
の
父
を
追
放
し
、
わ
が
子
も
殺
し
た
。
儂
は

天
下
を
盗
む
た
め
に
は
何
事
も
辞
さ
ぬ
覚
悟
だ
」
(18)

二
人
と
も
同
じ
泥
棒
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
あ
る
意

味
で
志
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
る
。
ま
た
、
物
語
の
時
代
背
景
は
、
戦
国

時
代
で
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
二
人
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、
一
方
は
、「
実

の
父
を
追
放
し
、
わ
が
子
も
殺
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
勇
猛
果
敢
で
野
心

の
あ
る
人
物
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
そ
う
し
た
強
い
者
の
「
威
容
に
圧
倒

さ
れ
て
た
じ
ろ
ぐ
」
よ
う
な
弱
い
男
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鮮
明
な
対
比
を

見
て
も
、
作
品
の
基
調
に
お
い
て
悲
劇
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
述
の
セ
リ
フ
の
と
お
り
、
信
玄
は
あ
る
意
味
で
無
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頼
の
男
に
道
理
を
教
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
石
和
久
（
二
○
一
四
）
は
黒

澤
明
映
画
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

黒
澤
映
画
に
お
け
る
分
身
の
主
題
論
的
体
系
を
ラ
カ
ン
の
精
神
分
析

の
視
点
か
ら
光
を
当
て
た
。
分
身
を
鏡
像
と
し
て
捉
え
、
そ
の
ア
ン

ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
性
格
を
見
据
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
分
身
の
主
題
が

師
弟
関
係
と
し
て
愛
の
契
機
、
そ
し
て
敵
対
関
係
と
し
て
の
憎
悪
の

契
機
を
同
時
に
含
み
も
つ
こ
と
が
了
解
で
き
る
。（
中
略
）
黒
澤
映
画

お
い
て
は
、
師
は
敵
と
は
反
転
可
能
で
あ
る
。
(19)

「
師
」
と
は
、
道
理
を
教
え
、
学
問
を
教
え
、
難
問
を
解
く
こ
と
の
で

き
る
者
で
あ
る
。
影
武
者
の
師
は
武
田
信
玄
だ
け
で
な
く
、
武
田
信
玄
の

弟
、
武
田
信
廉
も
師
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
身
代
わ
り
は
師
の
影
響
を

受
け
、
戦
場
に
臨
ん
で
、
知
ら
ず
に
師
の
よ
う
に
天
下
を
取
る
と
い
う
信

念
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
『
影
』
の
場
合
を
考
え
て
み
よ

う
。
境
州
奪
還
の
前
夜
、
境
州
と
都
督
の
妻
小
艾
の
セ
リ
フ
を
分
析
し
て

み
る
。境

州
：
「
明
日
の
合
戦
、
僕
に
は
勝
て
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。」

小
艾
：
「
実
際
、
あ
な
た
に
は
断
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
逃

げ
る
こ
と
も
出
来
る
。
な
ぜ
、
あ
な
た
は
い
つ
も
こ
の
よ
う
に
服
従

す
る
の
。
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
の
。」

境
州
：
「
あ
な
た
の
た
め
で
す
。
子
供
の
と
き
は
、
彼
ら
に
強
制
さ

れ
た
か
ら
だ
っ
た
。
大
き
く
な
っ
て
か
ら
、
あ
な
た
に
会
っ
た
。
あ

な
た
が
望
む
こ
と
な
ら
、僕
は
あ
な
た
の
た
め
に
や
り
た
い
と
思
う
。

明
日
の
戦
い
、
僕
は
餌
で
し
か
な
い
。
餌
の
死
活
を
気
に
す
る
人
は

い
な
い
。」

小
艾
：
「
私
に
は
、
気
に
な
る
。」
(20)

境
州
は

歳
の
と
き
、
母
と
生
き
別
れ
に
な
り
、
飢
え
て
行
き
倒
れ
た

8

と
こ
ろ
を
、
都
督
の
叔
父
に
救
わ
れ
る
。
顔
が
都
督
と
似
て
い
る
境
州
に

は
王
さ
え
騙
さ
れ
る
。
都
督
の
妻
小
艾
は
楊
蒼
の
大
刀
を
か
わ
す
技
を
悟

り
、
境
州
に
教
え
込
ん
で
い
る
。
ま
た
都
督
は
境
州
に
楊
蒼
を
殺
せ
ば
、

自
由
に
す
る
と
約
束
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
境
州
は
小
艾
に
恋
し
た
。
境

州
奪
還
の
前
夜
、
小
艾
は
境
州
に
情
を
抱
い
て
し
ま
う
。
こ
の
乱
世
で
生

き
る
道
を
求
め
る
身
代
わ
り
の
者
は
、
生
き
甲
斐
も
探
求
し
て
い
る
。
生

死
、
情
愛
と
権
力
と
い
う
欲
望
を
追
求
す
る
中
で
、
張
監
督
『
影
』
の
境

州
（
身
代
わ
り
）
に
お
い
て
は
、
師
と
敵
が
反
転
可
能
に
な
る
。

最
後
に
両
作
品
の
プ
ロ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
シ
ー
ン
の
分
析
を
通
し
、
比

較
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。
『
影
武
者
』
は
冒
頭
の
暗
い
雰
囲
気
を
強

調
す
る
長
い
シ
ョ
ッ
ト
に
よ
り
密
度
を
高
め
、
演
劇
的
な
手
法
を
用
い
な

が
ら
、
カ
ッ
ト
の
切
り
返
し
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ト
構
成
を
運
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
約
六
分
間
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
シ
ー
ン
で
言
及
さ
れ
る
事
柄

が
あ
る
。
信
玄
は
「
冷
え
る
と
、
古
傷
が
痛
い
」

と
い
う
。
信
玄
は
、

(21)

体
に
傷
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
情
報
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
観
客

は
後
で
影
武
者
が
馬
か
ら
振
り
落
と
さ
れ
た
時
、体
に
刀
傷
が
無
い
た
め
、

偽
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
追
放
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
た
や
す
く
受
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け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
因
果
関
係
と
い
う
フ
レ
ー
ム
に
よ
り
、
語
り
を

円
滑
に
展
開
し
て
い
く
機
能
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
対
し
、
張
芸
謀
監
督
の
『
影
』
は
『
影
武
者
』
の
冒
頭
の
雰
囲

気
と
ほ
ぼ
同
じ
暗
い
背
景
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
カ
ッ
ト
の
切
り
返
し
と

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
を
効
果
的
に
利
用
し
て
、
物
語
を
始
め
て
い
る
。
俳
優

の
顔
に
現
れ
る
強
い
驚
き
の
表
情
を
大
き
く
映
し
出
す
こ
と
で
、
観
客
に

強
い
印
象
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
顔
の
半
分

が
影
に
な
り
、
顔
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
で
、
不
安
定
な
画
面
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
門
の
門
環
の
穴
を
通
し
、
人
物
の
目
線
に
従
っ
て
見
通
す
と

い
う
視
覚
を
利
用
し
て
、
観
客
の
好
奇
心
を
高
め
て
い
る
。
一
つ
の
構
図

の
動
き
の
中
に
、
人
間
の
心
理
を
圧
縮
し
て
い
る
。
物
語
の
展
開
に
お
い

て
は
、起
承
転
結
と
い
う
形
で
最
初
か
ら
順
序
よ
く
並
べ
る
こ
と
は
せ
ず
、

「
起
」
と
「
結
」
を
重
ね
る
こ
と
で
、
叙
述
の
サ
ス
ペ
ン
ス
を
増
そ
う
と

し
て
い
る
。
ま
た
一
巡
り
が
終
わ
る
と
ま
た
始
ま
る
と
い
う
「
終
始
」
と

い
う
形
で
作
品
の
物
語
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
太
極
の
よ

う
な
形
式
で
内
容
を
語
る
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
実
は
、
そ
の
よ
う
な
環
状
の
構
造
は
黒
澤
明
作
品
の
中
で
も
よ

く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
酔
い
ど
れ
天
使
』
の
冒
頭
の
シ
ー
ン
と
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
は
、
あ
の
汚
れ
た
ド
ブ
川
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
『
羅
生
門
』

で
も
、
冒
頭
の
シ
ー
ン
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
大
雨
が
降
る
中
、
崩
れ

た
垣
や
壁
か
ら
な
る
羅
生
門
が
映
し
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
張
芸
謀
の
『
英

雄

H
ero

』
も
冒
頭
の
シ
ー
ン
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ン
に
は
、
黒
い
秦

の
宮
殿
が
現
れ
て
い
る
。

図

映
画
『
影
』
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン

図

映
画
『
影
』
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
シ
ー
ン

5

6

張
芸
謀
の
『
影
』
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
（
図

）
及
び
エ
ン
デ
ィ

5

ン
グ
・
シ
ー
ン
（
図

）
を
比
べ
て
み
る
と
、
二
つ
シ
ョ
ッ
ト
は
ほ
と
ん

6

ど
同
じ
と
思
わ
れ
る
。
作
品
の
最
初
と
最
後
が
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
類
似
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
変
化
し
て
い
る
。
分
身

が
本
体
を
倒
す
と
い
う
逆
転
状
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
最

初
、
都
督
は
密
室
に
お
い
て
「
影
武
者
」
と
し
て
境
州
を
思
う
ま
ま
に
操

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
品
の
最
後
で
、
状
況
は
逆
転
し
て
、
都
督
は
彼

の
操
る
影
武
者
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
シ
ー
ン
の
類
似
は
、
逆
説
的
な
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形
で
、
こ
の
劇
的
な
転
換
の
鮮
烈
さ
を
印
象
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

五
、
文
化
的
な
記
号

戦
国
時
代
が
作
品
『
影
』
の
背
景
に
あ
り
、
歴
史
の
な
か
で
戦
国
時
代

は
文
化
の
面
で
も
諸
子
百
家
の
活
動
が
盛
ん
と
な
っ
た
変
動
期
で
あ
っ

た
。
多
く
の
思
想
家
が
輩
出
し
て
、
様
々
の
主
張
を
繰
り
広
げ
た
。
兵
家

の
代
表
的
人
物
で
あ
る
孫
子
の
「
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
」
と
い
う
戦
略
思
想

は
、『
影
武
者
』
の
な
か
の
「
高
天
神
城
」
の
合
戦
に
関
す
る
シ
ー
ク
ェ

ン
ス
に
も
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
化
的
な
記
号
に
つ
い
て
、
両
作
品

の
共
通
点
を
整
理
し
て
み
た
い
。

ま
ず
文
化
の
伝
統
的
な
面
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
黒
澤
監
督
は
子

供
時
代
に
剣
道
や
書
道
な
ど
の
古
典
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
特
に
作
文

と
絵
画
は
他
の
科
目
よ
り
得
意
で
あ
っ
た
。
実
際
、
黒
澤
監
督
は
『
影
武

者
』
の
な
か
で
、
能
の
舞
台
や
織
田
信
長
の
敦
盛
舞
の
よ
う
な
視
覚
及
び

聴
覚
的
要
素
を
使
用
し
て
い
る
。
張
監
督
も
中
国
古
代
の
伝
統
文
化
琴
棋

書
画
の
要
素
を
活
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
境
州
（
身
代
わ
り
）
と
小
艾
の

「
琴
瑟
相
和
す
」
場
面
や
、
沛
国
の
王
の
書
道
の
巧
み
さ
等
に
そ
う
し
た

点
が
現
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
両
作
品
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン

を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
『
影
武
者
』
に
は
「
長
篠
の
戦
い
」
と
い
う
合

戦
の
名
場
面
が
あ
り
、『
影
』
に
は
大
雨
が
降
り
注
ぐ
「
境
州
奪
還
」
が

あ
る
。
ど
ち
ら
も
大
人
数
の
俳
優
た
ち
を
投
入
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
場

面
を
展
開
し
て
い
る
。
両
監
督
共
に
、
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
描
写
に
お
い
て

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
を
効
果
的
に
運
用
し
て
、
圧
倒
的
な
印
象
を
観
客
に

与
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
共
通
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
両
作
品
の
相
違
点
に
つ
い
て
整

理
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、『
影
』
に
お
い
て
重
要
な
要
素
を
果
た
し
て
い

る
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
中
国
に
は
「
天
下
の
至
柔
は
天
下
の
至

堅
を
馳
騁
す
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
は
世
の
中
で
最
も
柔
ら

(22)

か
い
も
の
は
、
世
の
中
で
最
も
硬
い
も
の
に
も
勝
つ
と
い
う
意
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
世
の
中
で
最
も
柔
ら
か
い
も
の
は
「
水
」
だ
と
思
わ
れ

る
。
水
は
柔
ら
か
い
も
の
と
し
て
、
最
も
硬
い
も
の
の
中
も
流
れ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。
水
の
滑
ら
か
さ
を
考
え
れ
ば
、
柔
軟
で
有
る
か
無
き
か

の
虚
無
の
境
界
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
何
も
の
に
も
浸
透
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
、
水
が
弱
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
ま
た
、
唐
朝

詩
仙
李
白
に
は
「
抽
刀
断
断
水
水
更
流
」

と
い
う
詩
が
あ
り
、
刀
を
抽

(23)

い
て
水
を
断
っ
て
も
、
水
は
更
に
流
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
詠
わ
れ
て

い
る
。

『
影
』
の
中
で
は
、
雨
、
霧
等
の
水
の
異
な
る
形
態
を
用
い
て
作
品
の

基
調
が
作
ら
れ
て
い
る
。
小
艾
が
太
極
盤
で
占
い
を
し
て
い
る
シ
ー
ン
で

は
、「
大
雨
が
七
日
間
降
り
続
け
れ
ば
勝
つ
」
と
い
う
言
葉
が
語
ら
れ
る
。

大
雨
は
境
州
奪
還
の
カ
ギ
と
し
て
、
朝
堂
に
関
す
る
シ
ー
ン
を
除
い
て
、

ほ
と
ん
ど
降
り
続
き
、
物
語
の
暗
い
気
分
を
浮
き
出
さ
せ
て
い
る
。
ま
た

優
し
く
降
る
雨
は
、
小
艾
の
表
わ
す
女
性
性
の
象
徴
と
し
て
「
陰
」
を
占

め
て
い
る
。
図

の
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
で
は
小
艾
が
楊
蒼
を
倒
す
刀
法
を
境

4

州
に
悟
ら
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
に
は
「
滴
水
穿
石
」（
「
雨
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垂
れ
石
を
穿
つ
」
）

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
、
何
事
も
根
気
よ
く
努
力
す

(24)

れ
ば
必
ず
成
功
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
女
性
的
な
柔
軟
さ

が
持
つ
強
さ
が
表
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
女
性
を
水
に
例
え
る
こ
と

が
よ
く
あ
る
。
小
艾
と
影
及
び
都
督
の
間
の
関
係
や
影
と
楊
蒼
の
対
決
の

武
器

―
沛
傘
と
大
刀
に
も
「
柔
能
く
剛
を
制
す
」
と
い
う
思
想
が
十
分

に
現
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
影
武
者
』
の
な
か
で
、
雨
が
降
っ
て
い
る
シ

ー
ン
は
多
く
は
な
い
。
影
武
者
の
正
体
が
ば
れ
て
、
さ
び
し
く
去
っ
て
い

く
と
き
に
、
雨
が
降
っ
て
い
る
場
面
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、

『
七
人
の
侍
』
の
時
の
よ
う
な
激
し
い
戦
い
の
雨
で
は
な
い
。
主
人
公
の

心
の
辛
さ
を
表
す
か
の
よ
う
な
雨
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
雨
は
映
画
に
お

い
て
様
々
な
効
果
を
生
み
出
す
。
あ
る
と
き
は
そ
の
激
し
さ
か
ら
力
を
象

徴
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
陰
鬱
さ
か
ら
静
か
さ
、
暗
さ
を
現
わ
し
、
物
語

に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

次
に
、
女
性
の
登
場
人
物
を
考
え
て
み
よ
う
。
『
影
武
者
』
で
は
、
信

玄
の
側
室
（
倍
賞
美
津
子
と
桃
井
か
お
り
）
が
登
場
す
る
。
彼
女
た
ち
は
、
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
合
戦
の
傷
の
有
無
で
影
武
者
の
正
体
を
見
破
る
。

重
要
な
役
で
は
あ
る
が
、
男
性
陣
よ
り
登
場
時
間
は
多
く
は
な
い
。
男
性

中
心
の
権
力
闘
争
の
物
語
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
上
で
、
効
率
的
に
効
果

的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
、『
影
』

に
お
い
て
は
、
女
優
の
重
要
性
は
高
い
も
の
が
あ
る
。
登
場
時
間
も
少
な

く
な
い
。
男
女
間
の
恋
愛
の
葛
藤
を
扱
い
つ
つ
、
そ
れ
を
権
力
闘
争
の
問

題
と
う
ま
く
絡
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
映
画
に
お
け
る
色
彩
の
活
用
と
い
う
視
点
が
あ
る
。『
影
武

者
』
で
は
、
夕
陽
に
ひ
る
が
え
る
五
色
旗
、
夜
の
と
ば
り
が
降
り
、
風
が

吹
き
荒
れ
る
戦
場
と
満
天
の
赤
色
の
対
照
な
ど
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
色
彩
の
効
果
は
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
影
』
は
水

墨
画
の
よ
う
な
黒
、
白
、
灰
と
い
う
寒
色
を
多
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

全
て
が
寒
色
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
い
に
よ
っ
て
流

れ
る
血
の
色
は
紅
で
表
し
、
野
草
が
芽
吹
く
と
、
新
緑
に
な
る
。
暖
色
で

あ
る
赤
と
緑
は
黒
、
白
、
灰
に
対
し
て
鮮
や
か
な
対
照
を
な
す
。
そ
こ
に

は
、
寒
色
を
中
心
と
し
た
よ
く
考
え
ら
れ
た
配
分
が
見
ら
れ
る
。

六
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
約
四
○
年
を
隔
て
て
同
じ
主
題
を
扱
っ
た
二
作
品
に
注
目

し
、
そ
の
撮
影
方
法
と
物
語
の
構
造
を
中
心
に
分
析
を
試
み
た
。
ま
た
、

時
代
背
景
、
シ
ョ
ッ
ト
や
作
品
の
表
現
手
法
等
の
比
較
を
通
し
て
、
両
監

督
が
自
ら
の
文
化
及
び
彼
ら
の
人
生
経
歴
を
ど
の
よ
う
に
作
品
の
中
に
投

影
し
、
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
た
の
か
も
明
ら
か
に
し
た
。
そ

し
て
、
色
彩
（
光
影
）
や
自
然
は
両
監
督
に
と
っ
て
、
決
定
的
な
要
素
で

あ
り
、
物
語
を
展
開
さ
せ
る
と
と
も
に
、
登
場
人
物
の
心
理
に
も
深
く
入

り
込
ん
で
い
き
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

【
注
記
】

陳
旭
光
『
電
影
文
化
之
維
』
上
海
三
聯
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
一
三
二

一
八
四

1

｜

頁
を
参
考
し
た
。

「
就
从
古
装

种
这

类
型
上
看
，
首
先
我
自
己
很
喜
欢
替
身
这
样
一
个
故
事
，
我
记
得

2
印
象
中
就
是
三
四
十
年
以
前
看
《
影
子
武
士
》
的
时
候
，
我
觉
得
故
事
很
有
趣
，
黑
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泽
明
也
是
我
喜
欢
的
导
演
。
我
倒
不
是
说
一
定
要
迷
恋
这
样
一
个
经
典
作
品
，
而
是

说
我
当
年
我
就
想
我
说
替
身
其
实
中
国
一
定
也
有
，
古
往
今
来
一
直
有
，
我
说
我
们

中
国
拍
替
身
很
少
，
我
说
我
将
来
也
许
想
拍
一
个
替
身
的
故
事
。
然
后
后
来
这
不
就

十
年
二
十
年
我
们
的
市
场
飞
速
发
展
，
古
装
戏
拍
得
一
套
又
一
套
，
一
遍
又
一
遍
，

重
拍
又
重
拍
，
一
直
没
人
拍
替
身
，
为
什
么
一
直
没
人
拍
呢
？
一
直
没
人
写
这
个
故

事
呢
？
那
我
这
个
愿
望
就
越
来
越
强
，
我
说
那
我
就
拍
一
个
。
如
果
真
的
是
有
某
个

导
演
拍
过
替
身
了
，
也
许
我
就
不
拍
了
。
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
「
十
三
邀
（
第
三
シ

リ
ー
ズ
）」
二
○
一
八
十
二
月
十
六
日
二
時
間
版
（20:30

）
（
筆
者
訳
）

佐
藤
忠
男
『
日
本
映
画
思
想
史
』
三
一
書
房
、
一
九
八
六
年
、
六
四

一
〇
七
頁
を

3

｜

参
考
に
し
た
。

ド
ナ
ル
ド
・
リ
チ
ー
『
黒
澤
明
の
映
画
』
キ
ネ
マ
旬
報
、
一
九
七
九
年
、
三
九
二
頁

4

黒
澤
明
・
浜
野
保
樹
『
大
系
黒
澤
明

第
三
巻
』
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
、
六
四
六

5
頁

前
掲
注
五
に
同
じ
、
六
四
六
頁

6

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
「
十
三
邀
（
第
三
シ
リ
ー
ズ
）」
を
参
考
に
し
た
。
二
〇
一
八

7
年
十
二
月
十
六
日

黒
澤
明
『
全
集

黒
澤
明
第
六
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
三
三
一
頁

8
『
影
武
者
』
は
中
国
で
は
上
映
さ
れ
て
い
な
い
。

9
小
学
館
辞
典
編
集
部
『
現
代
国
語
例
解
辞
典
』
小
学
館
、
二
〇
一
〇
年
、
二
三
五
頁

10

前
掲
注
十
に
同
じ
、
一
四
〇
一
頁

11

前
掲
注
五
に
同
じ
、
一
四
八
頁

12

王
斌
『
張
芸
謀
這
個
人
』
団
結
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
八
六
頁
「
我
一
般
看
電
影
，

13
很
重
視
電
影
開
場
的
十
分
鐘
。
它
確
定
影
片
的
基
調
，
人
物
性
格
特
徵
和
總
體
走
向
。」

（
筆
者
訳
）

前
掲
注
五
に
同
じ
、
一
四
八

一
四
九
頁
を
参
考
に
し
た
。「
僕
の
映
画
の
撮
り
方

14

｜

は
、
編
集
の
た
め
の
材
料
を
集
め
る
と
い
う
や
り
方
な
ん
で
す
。
カ
メ
ラ
も
何
台
も

同
時
に
使
う
し
ね
。

シ
ー
ン
を

カ
ッ
ト
で
撮
る
こ
と
も
、
ま
ま
あ
る
し
。
ど
の

1

1

カ
メ
ラ
の
、
ど
こ
を
ど
う
使
っ
て
映
画
に
す
る
か
は
、
す
べ
て
僕
の
頭
の
中
で
だ
け
、

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。」

西
村
雄
一
郎
『
一
人
で
も
で
き
る
映
画
の
撮
り
方
』
洋
泉
社
、
二
〇
〇
八
年
、
三
九

15
頁

前
掲
注
八
に
同
じ
、
一
二
三
頁

ま
た
、『
孫
子
兵
法
・
軍
争
篇
』
「
故
其
疾
如
風
、

16
其
徐
如
林
、
侵
掠
如
火
、
不
動
如
山
、
難
知
如
陰
、
動
如
雷
震
。」
と
参
考
に
し
た
。

前
掲
注
八
に
同
じ
、
九
七

九
八
頁
を
参
考
に
し
た
。

17

｜

前
掲
注
八
に
同
じ
、
九
七

九
八
頁
を
参
考
に
し
た
。

18

｜

大
石
和
久
「
鏡
の
中
の
師
と
敵
：
黒
澤
明
と
分
身
の
主
題
」
、「
年
報
新
人
文
学
」（
十

19
一
）、
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
五
日
、
三
八

九
一
頁
を
参
考
に
し
た
。

｜

境
州
：
「
我
知
道
，
明
天
我
赢
不
了
。」
小
艾
：
「
其

你
实

有
很
多
机
会
可
以
拒
绝
，

20
可
以
逃
跑
。
为
什
么
？
你
一
直
都
如
此
服
从
，
愿
意
做
这
件
事
。
」
境
州
：
「
因

你
为

。

小
时
候
是
因
为
我
被
他
们
强
迫
；
大
了
之
后
，
等
我
遇
到
了
你
，
我
就
有
一
个
念
头
，

只
要
你
想
做
的
事
情
，
我
都
愿
意

你
为

而
做
。
明
日
之
战
，
我
只
是
个
诱
饵
。
没
有

人
会
在
意
诱
饵
的
死
活
。」
小
艾
：
「
我
在
意
。
」（
筆
者
訳
）

『
影
武
者
』
作
品06:34

よ
り

21

老
子
『
道
徳
経
』
第
四
十
三
章
「
無
為
之
益
」
を
参
考
に
し
た
。

22

李
白
「
宣
州
謝
眺
楼
餞
別
校
書
叔
云
」
を
参
考
に
し
た
。

23

前
掲
注
十
に
同
じ
、
三
六
頁

24

（
九
州
大
学
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
三
年
）



48


